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研究成果の概要（和文）： 
イスラム世界の形成過程で、アラブの音文化、なかでもアラブ音楽が、いかに創出され、展開
したかについて、その内面的・外面的メカニズムを中心に探究した。 
 本研究では、現存する史料・資料・写本を読み解き、同時に現代の状況を、実地に調査・採
録・分析する、という二重の手法をとった。 

その結果、アラブ音楽が、周辺地域の諸民族の文化・民俗・社会との、多彩で密接な交流を
経て変容し、さらには深化し、やがて現在のかたちにいたった道程を実証できた。具体的には、
（１）古典アラブ音楽の仕組みのあとづけ、（２）アンダルシア音楽の構成の解明、（３）アラ
ブ現代音楽の現状調査、（４）イスラムの音文化（コーラン朗唱やスーフィー（神秘派）のダン
ス）の音楽学的分析などをおこなった。 

本研究で得られた研究成果は、今後、ひろくイスラム世界の音文化を鳥瞰する際に、有益な
示唆をあたえることになろう。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, we tried to research the developing mechanism of Arabic sound culture 
and Arab music. 
Here we took two ways of research, the first is deciphering historical manuscripts, 

and the second is fieldwork in Middle East and North Africa. 
 In this study, we found how Arab music had developed in the midst of culture, folklore 
and society of people in neighborhood. Concretely we solved following items: (1)the 
scheme of classical Arab music. (2)the structure of Andalusian music. (3)the 
comprehension of Arab contemporary Music. (4)the musicological analysis of Islamic sound 
culture, for example the Coran recital, Sufi dance, etc. 
 The result of this study will give positive suggestion to the future prospects for Islamic 
sound culture. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）中東・地中海地域のイスラム世界が、 
現代にいたって、その社会的・政治的状況に
かんがみ、あらためて注目されはじめ、同時
にその固有の文化に対する関心が、次第にた
かまりつつあった。 
（２）このような状況下で、アラブ諸国の「音
文化」（音を主体とする文化=サウンド・カル
チャー、ソニック・カルチャー）、さらには、
音楽文化への洞察もまた深まり、その実際の
音現象の探究は、一般の文化研究のなかで、
たしかな位置づけを得、その成果への期待は、
衆目の一致するところとなった。 
（３）日本においては、エジプト、レバノン、
スーダン、チュニジア、モロッコなど、中東・
北アフリカ諸国からの音楽家の来日があい
つぎ、我々は自国にいながらにして、アラブ
音楽やアラブ文化に接する機会が、急激にふ
えてきた。このこと自体は、世界音楽（ワー
ルド・ミュージック）の観点からは、よろこ
ばしい傾向だったが、むしろそこでは、そう
した音文化のよってたつ背景と脈絡が希求
されはじめた。 
（４）以上のような情勢から、民族音楽学の
視角からも、世界の諸民族の音楽のなかでの、
イスラム音楽、アラブ音楽、ひいては中東・
北アフリカ地域の音文化の位置づけと探究
が、急務になってきた。 
（５）現代イスラム世界の理解、ひいてはひ
ろく異文化の理解にとって、アラブの音文化
ならびに、アラブ音楽の研究の進展が、その
たしかな一助となることが確認され、本研究
が実行にうつされることになった。 
 
２．研究の目的 
（１）アラブの音文化・音楽文化のかたちを、
多方面から可能なかぎり探究する。 
（２）音と暮らしの有機的結びつきを、文化
的・社会的脈絡のなかでとらえる。 
（３）アラブ諸国（シリア・イラク・湾岸諸
国・レバノン・エジプトなど東アラブ地域、
およびチュニジア・アルジェリア・モロッコ
など西アラブ地域）で、それぞれ固有に展開
した音楽が具有する音楽的仕組みを、比較検
討し、解明する。 
（４）音文化・音楽文化をとおして、イスラ
ム世界がはぐくんできた文明と文化の洞察
をおこなう。 
（５）イスラム世界の歴史的形成のプロセス
と、音楽創出のメカニズムとを、有機的に連
動させることにより、そこに浮かび上がるア
ラブ音楽の真正のかたちをさぐる。 
 
３．研究の方法 

（１）現地におけるフィールドワークを中心
におき、イスラムの音文化・音楽文化の現状
を生のまま把握する。調査地域は、シリア、
モロッコ、トルコ、スペイン、フランス、タ
ンザニア（ザンジバル）、コモロ諸島など。
そこでは、主に現地の音楽家とその活動状況、 
さらに、人びとの暮らしのなかの音の位置づ
けを探究する。 
（２）現地調査で収集した文献および資料
（楽器、演奏の映像をふくむ）の、データベ
ース化を試みる。 
（３）現地調査で収集した文献および音源資
料の解題。具体的には、1932 年のアラブ音楽
会議プロシーディング、ヌーバ音源資料など。 
（４）中世アラブの音楽に関するアラビア語
文献（アルキンディ、アヴィケンナなどのマ
ニュスクリプト）の解読。 
（５）国立民族学博物館共同研究「アラブ世
界における音文化のしくみ」（研究代表者：
堀内正樹教授）、および国立民族学博物館・
西尾科研「アラビアンナイトの形成過程とオ
リエンタリズム的文学空間創出メカニズム
の解明」（研究代表者：西尾哲夫教授）との
タイアップ。 
（６）国立民族学博物館・国際シンポジウム
「アラビアンナイトのテクスト伝承」（平成
22 年 12 月）とのタイアップ。 
（７）フランス、パリのアラブ世界研究所に
おける研究資料の探索。同研究所の研究員と
の連携研究を実施する。また、同研究所のア
ラブ音楽・イスラム音楽関連のイヴェント
（演奏会など）に積極的に参加する。 
（８）国立民族学博物館にて、アラブ音楽関
係資料の総合的なデータベース化を模索し、
具体的に実施する。 
 
４．研究成果 
（１）現代エジプト音楽を展望し、あわせて
中世アラビア語の歴史的音楽文献を解読す
ることで、「アラブ古典音楽」の伝統的なか
たちを、おおよそ体系づけることができた。 
（２）民俗舞踊としてのオリエンタルダンス
（ベリーダンス）のフィールドワークと映像
化をおこない、エジプトの音楽舞踊の世界的
展開の現況を把握することができた。 
（３）マグリブ地方の芸術音楽「ヌーバ」に
ついて、音楽学的視点から、その音型のデジ
タル化・視覚化を実現した。これは、ヌーバ
の全体像の解明に、多分に資することになっ
た。 
（４）エジプト 20 世紀最大の歌手ウンム・
クルスームの演奏データを、総合的にまとめ
た。また、同歌手に関するフランス語文献の
試訳もおこなった。この結果、同歌手のアラ



ブ音楽界における確固たる位置づけが、なお
一層明確になった。 
（５）国立民族学博物館において、常設展西
アジアコーナーの展示を一新し、あわせて、
アラブ音楽の総合的データベース化を実施
した。（テータベース化は現在、進行中） 
（６）本科研の研究代表者、研究分担者、お
よび、民博共同研究員、合計 13 名による研
究成果を結集した論文集、『アラブの音文化
――グローバル・コミュニケーションへのい
ざない』（304 ページ）を刊行した。（なお、
本書は、東洋音楽学会平成 22 年度田邊尚雄
賞を受賞した。） 
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